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て，筆者は 2010 年秋に開催された同図書館の特別展示会で公にした 2。これ
まで未確認であったこの著作が「孤本」として出現したことは，様々な面に関
して新たな視座をもたらすものとなった（本稿末尾「付記」参照）。とりわけ，
これまで『理趣経講義』が慈雲最晩年の著作（1803 年 2 月 24 日校了）とし
て知られていたのに対し，この『法華陀羅尼略解』がその 10 日後（1803 年




































































































における比丘 250 戒 8 である。一方，『梵網経』に拠った最澄の撰とされる天
台系の「授菩薩戒儀」（大正 No. 2378）では，いわゆる「十二門」（1 開導　2


















































戒律復興を手がけたのかを確認しておきたい。慈雲はまず，1736 年 19 歳の
とき，野中寺にて秀岩に従い沙弥戒を受ける。その後 1738 年 11 月，21 歳の
とき，野中寺にて自誓受による具足戒を授かり，比丘となる。その後 1739 年
22 歳にして，忍綱より西大寺流の伝法灌頂および両部神道を伝授される。こ
の後 1741 年より 3 年間ほど，信州佐久・中込内山正安寺の曹洞宗大梅禅師の
下に参禅し，1744 年に忍綱より長栄寺を託され晋住，正法律運動を開始する。
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さて，慈雲による法統の理解では， 鑑真和上以下如宝（739 － 815）－豊
安（　－ 840）－道静－春日大明神（400 年間）－実範－覚盛－証玄－凝然－
雪心－志玉－春日大明神（450 年間）－明忍－真空了阿－慈忍慧猛（1613 －
1675）－洪善普摂（ － 1724）－忍綱貞紀（1671 － 1750）と連ねられ，慈雲
は忍鋼貞紀の資である 15。このように，法統の系図において春日大明神が二度
現れるが，その各々の後に所謂「戒律復興」の動きが起こることになる。す
なわち戒律復興には，13 世紀における覚盛（1194 － 1249），叡尊（1201 －
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自らの法統を唐招提寺律宗に発する者としていた。
中世の南都では，戒律伝承の実質性が失われつつあったが，その中で興福寺
出身の中川実範（？－ 1144）や解脱房貞慶（1155 － 1213），俊 （1166 －
1227），それに戒如（生没年不詳）へと，後の戒律復興に向けた潮流が整いつ
つあった。叡尊と覚盛はこの戒如の弟子である。二人は 1236 年 9 月，円晴（1180












それから 9 年目の 1245 年，和泉家原寺において別受の法の式を挙行し「円満戒」
を発得した。叡尊は著書『感身学正記』寛元 3（1245）年の記録の中でこう記
している。「9 月中旬，和泉国の家原寺において法のごとく別受苾蒭ﾋｯｽｳ戒を








































































州安養寺第 2 世を経て野中寺第 6 世となった湛堂（－ 1720）を証明として受
戒しているため，やはり野中寺からの流れに属していると言える。このほか慈





（1689 － 1758）が現れた。妙瑞の資に密門（1719 － 1788），安芸福王寺学如
秋　山　　　学
（1716 － 1773），密門の門下に丹後松尾寺等空（1735 － 1816）があり，彼ら
は「有部の 3 大律師」と呼ばれる。こうして真別処は 1762 年，有部の根本道
場と定められ，真別処，福王寺，松尾寺の三ヶ寺が「有部の 3 僧坊」と称さ
れるようになる。慈雲自身は，四分律を基礎としつつ有部律をも必要に応じて












を証明として受具 29）に経疏を学び，1641 年槙尾山に自誓受戒し，1657 年に
は西大寺の高喜長老（1663 没）より密教の秘奥を受け，1670 年に野中寺に入
り，青竜山一派と称している。野中寺派は上述のように明忍からの律を継承す



































































































（1263 － 1317），興円の師恵顗（ｴｶﾞｲ，～ 1288 ～）ら，さらには恵顗の師に
して湛空（1133 － 1212）の弟子である恵尋（ｴｼﾞﾝ，？－ 1289；『一心妙戒鈔』
3 巻【1266 年】の写真版は天王寺所蔵）らが想起され，あるいは下って，『渓
嵐拾葉集』で名高い光宗（1276 － 1350）や，『菩薩円頓授戒灌頂記』の著者










































11 年を経て 1359 年に至り，伝授された戒灌頂儀則の深秘を法勝寺において記
慈雲尊者と戒律の系譜
― 筑波大学所蔵・慈雲自筆本『法華陀羅尼略解』を基に ― 
録したものである。この戒灌頂儀則の深義は多宝塔中の釈迦如来より相承して
黒谷の恵尋上人に至り，円頓大戒として興立に至ったとされる。内容は，1 序

































































































































の大略が「1 帰依　2 運心供養　3 懺悔諸罪　4 帰依三宝　5 発菩提心　6 略問
慈雲尊者と戒律の系譜
― 筑波大学所蔵・慈雲自筆本『法華陀羅尼略解』を基に ― 














































「梵学津梁」の世界─』（2010.10.04 ～ 10.29 筑波大学附属図書館中央図書館貴





展望』に寄せて─」（『創文』no.534, 15-18, 2010.9；機関リポジトリ http://hdl.
handle.net/2241/113428）を参照されたい。
₃ 　坂内龍雄『真言陀羅尼』（平河出版社，1981 年），154 頁以下。 
₄ 　たとえば，『増補　日蓮宗朝夕勤行集』（永田文昌堂，2003 年）。




























































　　である。なお比丘 250 戒に関しては佐藤密雄『律蔵』（佛典講座 4，大蔵出版社，
1972 年）を参照。
₉ 　土橋秀高『戒律の研究』第 3 章第 1 節「授戒儀礼の変遷」（永田文昌堂，1980 年，








































― 筑波大学所蔵・慈雲自筆本『法華陀羅尼略解』を基に ― 
₁₅　「十善之系統」（『慈雲尊者全集』全集第 6 巻，212 および 221 頁）。 
₁₆　蓑輪顕量「戒律復興運動」（松尾剛次編『持戒の聖者　叡尊・忍性』〈日本の名僧⑩〉
第 3 章 45 － 73 頁，吉川弘文館，2004 年），52 頁。
₁₇　長谷川誠編『金剛仏子叡尊感身学正記通釈』（長谷川誠編著『興正菩薩御教誡聴
聞集・金剛仏子叡尊感身学正記』105 － 235 頁，西大寺刊，1990 年），151 頁
注を参照。




都仏教』第 73 号 87 － 107 頁，1996 年），89 頁。
₂₂　蓑輪顕量「「通受」考　覚盛における転義の意味するもの」（『南都仏教』68，
1993 年，1 － 26 頁），19 頁。
₂₃　沈仁慈「鎌倉時代における戒律復興運動の二形態」（『韓国佛教学 SEMINAR』
第 7 号，182 － 197 頁，1998 年），191 頁。




（345 － 365 頁）を参照。
₂₇　1284，1334，1425，1487，1579，1606，1623，1698 年に施行の記録がある。
₂₈　上田霊城「江戸仏教の戒律思想（一）」（『密教文化』第 116 号，24 － 40 頁），30 頁。
₂₉　前掲注（28）上田論文，25 頁。








107 － 110 頁，1974 年），および藤谷厚生「敬光顕道著『梵網律宗僧戒説』の
基礎的研究」（『四天王寺大学紀要』46，49 － 74 頁，2008 年），同「敬光律師
の梵網律観について」（『印度学仏教学研究』57 － 1，227 － 234 頁，2008 年）。
₃₅　このうち恵尋・恵顗と興円・恵鎮以降で戒家の時期区分が可能であるが，その
分岐点をなすのは，最澄の制定した「12 年籠山行」の再興とその完遂をめぐる
意識だとされる。舩田 淳一「中世叡山の戒律復興 : 律僧恵尋の思想と国家観を
めぐって」（『佛教大学総合研究所紀要』16，359 － 380 頁，2009 年），注 8 を
参照。戒家全般に関しては，寺井良宣「比叡山黒谷における戒律復興とその思想」













₄₄　『慈雲尊者全集』第 8 巻所収「曼荼羅伝授附録」514 － 515 頁。













－ 1859）が写させたものであることが判る。2011 年 8 月現在「妙有取持本」の所在
を調査中であるが，この件は本稿の内容とは直接の関係を持たないため，以上「付記」
での言及にとどめ，稿を改めて論ずることにする。
